
【構想の概要】

˓研究開発の目的
「国際バカロレアのझࢫを౿まえた教育のਪ進に関するௐࠪ研究」により֫ಘした൷判的思考力と県立学校ア

クティブチャレンジࣄ業で行った課題研究をもとに、英語によるコϛュニέーション、ディスカッション、จ
作成能力を֫ಘするためのカリキュラムを開発し、海外でのフィールド ワークを行う課題研究に取り組み、国
際性にむグローバル・リーダーを育成する。

ຊڵ࠶ઓུを支える
एखグローバル・リーダー育成にؔするݚ究開発
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ଡ୳峘ਏ 
�ଢ଼৫発の目的ٳ

「国バカロレアのະ຺を踏まえたઇ育の進に関する৹査ଢ଼」によりඃ੭した批判的思考力と県য়学校アクティ崾チ
嵋レンジ事業で行った課題ଢ଼をもとに、英語による崛嵇ュニ崙ーション、ディスカッション、論文作成能力をඃ੭するためのカリ
キュラムを৫発し、海外でのフィールド�嵗ークを行う課題ଢ଼に取り組み、国性に୕峪グローバル・リー崨ーを育成する。�
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�ઇ育課ங表（ৢఐ）ٳ �）پ ）内のਯஊはਜ਼ਯを表す。�

１年 ２年 ３年
国語合��� ਠ代文ڷ��� ਠ代文ڷ���
6*地৶��� 古๕ڷ��� 古๕ڷ���
ਯ学⋛��� 世ੀఴＡ��� 政・経済���
ਯ学⋜��� 日本ఴＡ��� ਯ学⋝���
ਯ学Ａ��� ৶��� ਯ学ڷ���
生੦ຊ��� ਯ学⋜��� 体育���
地学੦ຊ��� ਯ学⋝��� 崛嵇ュニ崙ーション英語⋝���
体育��� ਯ学Ａ��� 英語表ਠ⋜���
৳��� ਯ学ڷ��� ＳＧ合（ർ）���
഼術⋛��� ৶੦ຊ���
崛嵇ュニ崙ーション英語⋛��� 化学੦ຊ���
崛嵇ュニ崙ーション英語⋜��� 体育���
英語表ਠ⋛��� ৳���
ੇ൦੦ຊ��� ഼術⋜���

崛嵇ュニ崙ーション英語⋜���
英語表ਠ⋜���
ＳＧ合（思考・表ਠ）���

ੲਾのఐ学���

選උఐ目����

�

英語力の強化

と国際交流・ 
国際理解 

ＳＧＨ 
課題研究 

TOP OF TOPS 
ケンブリッジ

大学訪問研修 

国際バカロレ

アの趣旨を踏

まえた授業 

高山グローバ

ル・サマー・ 
フェスタ 
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˓　国際バカロレアのझࢫを踏まえた授業　
本校では、全校生徒が課題研究に取り組むための

3 年間を見通した教育課程を構築している。第 1 学
年では「ＳＧ地理」を課題研究の入門と位置づけ、
社会への視野の広がりを目指し、第 2 学年では、

「ＳＧ総合（思考・表現）」を通して課題研究力の向
上と社会と自分との接点を見つけることをねらいと
している。また、第 3 学年の「ＳＧ総合（探究）」
では、これまでに培ってきたスキルと社会への意識
を活かし、各自が設定した課題に対する探究活動、
さらには具体的な今後の学びにつなげる行動を目指
している。

ʲ 1 年：SG 地理 　r
地球的課題の中から具体的なテーマを選び、グ

ループ研究を通して、友と協力し、主体的に学ぶ探
究的な学習スタイルを確立することを目標とする。
情報を収集する力や、効果的に情報を発信する能力
と、討論を通して幅広い考え方を身に付け、国際社
会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質の育
成を目指す。

ʲ 2 年：SG 総合（思考・表現）r
思考を深め、発信力を高めることを目的に、社会

の仕組み、地域の課題、人々の生活をより良いもの
に変えるプランをグループで協働作成し、さらに英
語のポスターにして全体の前で発表する。また、社
会問題を取り上げて個人で英語論文（約 1000 語）
作成する。

�ٳ 国バカロレアのະ຺を踏まえた授業� �
本校では、全校生徒が課題ଢ଼に取り組峪ため

の３年間を見ৢしたઇ育課ஙをଡണしている。第
１学年では「ＳＧ地৶」を課題ଢ଼のোとਜ਼઼
峏け、社会へのଳの広がりを目し、第２学年で
は、「ＳＧ合（思考・表ਠ�」をৢして課題ଢ଼
力のと社会と自分とのம点を見つけることを峗
らいとしている。また、第３学年の「ＳＧ合（ർ
�」では、これまでにသってきたスキルと社会への意
を活かし、各自がਝした課題にৌするർ活
動、さらには具体的な০後の学びにつなげる行動を
目している。�
岧１年6؟* 地৶岨� �
地ૉ的課題の中から具体的なテー嵆を選び、グ

ループଢ଼をৢして、௵と協力し、主体的に学峠ർ
的な学ಆスタイルをનয়することを目ఏとする。ੲ
ਾを収ૐする力や、果的にੲਾを発ਦする能力
と、ୈ論をৢして்広い考え方を身にહけ、国社
会に主体的に生きる日本人としての自ಁと資ସの
育成を目す。�
岧２年6؟* 合（思考・表ਠ�岨�
思考をめ、発ਦ力を高めることを目的に、社会

の仕組み、地域の課題、人رの生活をより良いもの
にえるプランをグループで協働作成し、さらに英語
のポスターにして全体の前で発表する。また、社会
問題を取りげて人で英語論文�৺ ���� 語�
作成する。�

２年 6* 合�思考・表ਠ�発表� � � ３年 6* 合�ർ�発表�

岧３年6؟* 合�ർ�岨�
客௴的な文献・論文や資મ等をもとにしながら、

事を批判的・論৶的にኇえ、考えるਃ会とするこ
とを目的とする。３年ৢఐ生徒全৩が �� 講ౠ
からいずれか１つを選උし、担当ઇ৩�全ઇఐ�の
のもと、ർ活動を行う。進ଡ଼につながる分
のテー嵆について人ਯのグループに分かれ、৹査

ଢ଼したものを発表するとともに、ฐとして論文・
レポートૐ�ၻ�を作成する。�
�ٳ ＳＧＨ発ன的事業� � � � � � � �

����ＳＧＨ課題ଢ଼�

「ુ生と৹ਮのグローバルৎ代を目して～アジ
アから世ੀへ～」を崛ンセプトに、ଢ଼ৌ国�
国・�の文化やഄఴ、政、経済などをଢ଼す
る。１、２年生ൌ者��� 名�をৌに、以下の
①から⋐の内容を実施する。�
①授業後の課題ଢ଼ゼ嵇�
②国内ਫ਼�６月��
③海外ਫ਼�１２月��
④ଢ଼者とのୈ৮� �
⋋論文作成�
⋌外国人留学生とୈ論� � � � 高഻国高校との意見交換�
⋍高഻国高校�国�、ప大学ဟര高�
中学校��の生徒と意見交換�

⋎国崛ンクールでの発表� �
⋏81:RPHQ での資生ൡとタイアップしての発表�
⋐ெᇍ国連出ৃ� �
����ＳＧＨ� 7RS�RI�7RSV 崙ン崾リッジ大学௰問ଢ଼ఊ�
世ੀਈഈのଢ଼୭を体ୡさせることでグロ

ーバルリー崨ーへのステップとすることを目的とする。
２、３年生ൌ者��� 名�をৌに、৺２ౝ間
、月�英国崙ン崾リッジ大学を੦点としてڴ～月ڳ�
以下の①から④の内容を実施する。� �
①各自のଢ଼テー嵆にปったർ活動�
②世ੀ各国�イ崖リスஅ峪�の高校生とグローバルリ
ー崨ー講ౠへのਸ�

③ଢ଼見学・講�
④英語論文�৺ ����
語�、英語ポスター作成�
�ష国後�� � � � � � � � 崙ン崾リッジ大学ଢ଼௰問�

����ＳＧＨ� 高グローバル・崝嵆ー・フ崏スタ�
ＳＧＨ校の生徒がૐい「グローバルリー崨ーとは୦

か」について考えるਃ会とする。ഗ・名ଗ大ဟര・
日・高ળ・高ਧのൌ生徒をৌとする。�
月に３ຠ４日の日ஙで、ഗ高校間学ༀをਹ
用し、ਈഈのఐ学技術や੫業経営などの講、
ＳＧＨ校生徒同のୈ論を実施する。� �

�ٳ 国バカロレアのະ຺を踏まえた授業� �
本校では、全校生徒が課題ଢ଼に取り組峪ため

の３年間を見ৢしたઇ育課ஙをଡണしている。第
１学年では「ＳＧ地৶」を課題ଢ଼のোとਜ਼઼
峏け、社会へのଳの広がりを目し、第２学年で
は、「ＳＧ合（思考・表ਠ�」をৢして課題ଢ଼
力のと社会と自分とのம点を見つけることを峗
らいとしている。また、第３学年の「ＳＧ合（ർ
�」では、これまでにသってきたスキルと社会への意
を活かし、各自がਝした課題にৌするർ活
動、さらには具体的な০後の学びにつなげる行動を
目している。�
岧１年6؟* 地৶岨� �
地ૉ的課題の中から具体的なテー嵆を選び、グ

ループଢ଼をৢして、௵と協力し、主体的に学峠ർ
的な学ಆスタイルをનয়することを目ఏとする。ੲ
ਾを収ૐする力や、果的にੲਾを発ਦする能力
と、ୈ論をৢして்広い考え方を身にહけ、国社
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育成を目す。�
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思考をめ、発ਦ力を高めることを目的に、社会
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客௴的な文献・論文や資મ等をもとにしながら、
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とを目的とする。３年ৢఐ生徒全৩が �� 講ౠ
からいずれか１つを選උし、担当ઇ৩�全ઇఐ�の
のもと、ർ活動を行う。進ଡ଼につながる分
のテー嵆について人ਯのグループに分かれ、৹査

ଢ଼したものを発表するとともに、ฐとして論文・
レポートૐ�ၻ�を作成する。�
�ٳ ＳＧＨ発ன的事業� � � � � � � �

����ＳＧＨ課題ଢ଼�
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⋏81:RPHQ での資生ൡとタイアップしての発表�
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����ＳＧＨ� 7RS�RI�7RSV 崙ン崾リッジ大学௰問ଢ଼ఊ�
世ੀਈഈのଢ଼୭を体ୡさせることでグロ

ーバルリー崨ーへのステップとすることを目的とする。
２、３年生ൌ者��� 名�をৌに、৺２ౝ間
、月�英国崙ン崾リッジ大学を੦点としてڴ～月ڳ�
以下の①から④の内容を実施する。� �
①各自のଢ଼テー嵆にปったർ活動�
②世ੀ各国�イ崖リスஅ峪�の高校生とグローバルリ
ー崨ー講ౠへのਸ�

③ଢ଼見学・講�
④英語論文�৺ ����
語�、英語ポスター作成�
�ష国後�� � � � � � � � 崙ン崾リッジ大学ଢ଼௰問�

����ＳＧＨ� 高グローバル・崝嵆ー・フ崏スタ�
ＳＧＨ校の生徒がૐい「グローバルリー崨ーとは୦

か」について考えるਃ会とする。ഗ・名ଗ大ဟര・
日・高ળ・高ਧのൌ生徒をৌとする。�
月に３ຠ４日の日ஙで、ഗ高校間学ༀをਹ
用し、ਈഈのఐ学技術や੫業経営などの講、
ＳＧＨ校生徒同のୈ論を実施する。� �

ʲ 3 年：SG 総合（探究）r
客観的な文献・論文や資料等をもとにしながら、

物事を批判的・論理的に捉え、考える機会とするこ
とを目的とする。3 年普通科生徒全員が 10 講座か
らいずれか 1 つを選択し、担当教員（全教科）の指
導のもと、探究活動を行う。進路につながる分野の
テーマについて少人数のグループに分かれ、調査研
究したものを発表するとともに、総括として論文・
レポート集（子）を作成する。

˓　ＳＧＨ発展的事業　　　　　　　
（1） ＳＧＨ課題研究

「共生と調和のグローバル時代を目指して～アジ
アから世界へ～」をコンセプトに、研究対象国（韓
国・台湾）の文化や歴史、政治、経済などを研究す
る。1、2 年生希望者（25 名）を対象に、以下の①
からᶌの内容を実施する。

①授業後の課題研究ゼミ 
②国内८検（6 月）
③海外८検（12 月）
④研究者との討議　
⑤論文作成
⑥外国人留学生と討論
⑦高ཅ国際高校（韓国）、師範大学附属高級
　中学校（台湾）の生徒と意見交換
⑧国際コンクールでの発表　
ᶋ  UNWomen での資生堂とタイアップしての発

表
ᶌ模擬国連出場　

（2）ＳＧＨ Top of Tops ケンブリッジ大学訪問研修
世界最先端の研究環境を体験させることでグロー

バルリーダーへのステップとすることを目的とする。
2、3 年生希望者（12 名）を対象に、約 2 週間（7
月～ 8 月）英国ケンブリッジ大学を基点として、以
下の①から④の内容を実施する。　

①各自の研究テーマに沿った探究活動
② 世界各国（イギリス含

む）の高校生とグロー
バルリーダー講座への
参加

③研究室見学・講演
④ 英語論文（約 4000 語）、

英語ポスター作成（帰国後）
（3）ＳＧＨ　高山グローバル・サマー・フェスタ

ＳＧＨ校の生徒が集い「グローバルリーダーとは
何か」について考える機会とする。Ѵ丘・名城大附
属・࢛日市・高岡・高山西の希望生徒を対象とする。
8 月に 3 泊 4 日の日程で、Ѵ丘高校林間学ࣷを利用
し、最先端の科学技術や企業経営などの講演、ＳＧ
Ｈ校生徒同࢜の討論を実施する。

�ٳ 国バカロレアのະ຺を踏まえた授業� �
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国・�の文化やഄఴ、政、経済などをଢ଼す
る。１、２年生ൌ者��� 名�をৌに、以下の
①から⋐の内容を実施する。�
①授業後の課題ଢ଼ゼ嵇�
②国内ਫ਼�６月��
③海外ਫ਼�１２月��
④ଢ଼者とのୈ৮� �
⋋論文作成�
⋌外国人留学生とୈ論� � � � 高഻国高校との意見交換�
⋍高഻国高校�国�、ప大学ဟര高�
中学校��の生徒と意見交換�

⋎国崛ンクールでの発表� �
⋏81:RPHQ での資生ൡとタイアップしての発表�
⋐ெᇍ国連出ৃ� �
����ＳＧＨ� 7RS�RI�7RSV 崙ン崾リッジ大学௰問ଢ଼ఊ�
世ੀਈഈのଢ଼୭を体ୡさせることでグロ

ーバルリー崨ーへのステップとすることを目的とする。
２、３年生ൌ者��� 名�をৌに、৺２ౝ間
、月�英国崙ン崾リッジ大学を੦点としてڴ～月ڳ�
以下の①から④の内容を実施する。� �
①各自のଢ଼テー嵆にปったർ活動�
②世ੀ各国�イ崖リスஅ峪�の高校生とグローバルリ
ー崨ー講ౠへのਸ�

③ଢ଼見学・講�
④英語論文�৺ ����
語�、英語ポスター作成�
�ష国後�� � � � � � � � 崙ン崾リッジ大学ଢ଼௰問�

����ＳＧＨ� 高グローバル・崝嵆ー・フ崏スタ�
ＳＧＨ校の生徒がૐい「グローバルリー崨ーとは୦

か」について考えるਃ会とする。ഗ・名ଗ大ဟര・
日・高ળ・高ਧのൌ生徒をৌとする。�
月に３ຠ４日の日ஙで、ഗ高校間学ༀをਹ
用し、ਈഈのఐ学技術や੫業経営などの講、
ＳＧＨ校生徒同のୈ論を実施する。� �

έンϒϦッδ大ֶڀݚ
ࣨ๚

�ٳ 国バカロレアのະ຺を踏まえた授業� �
本校では、全校生徒が課題ଢ଼に取り組峪ため

の３年間を見ৢしたઇ育課ஙをଡണしている。第
１学年では「ＳＧ地৶」を課題ଢ଼のোとਜ਼઼
峏け、社会へのଳの広がりを目し、第２学年で
は、「ＳＧ合（思考・表ਠ�」をৢして課題ଢ଼
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岧１年6؟* 地৶岨� �
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と、ୈ論をৢして்広い考え方を身にહけ、国社
会に主体的に生きる日本人としての自ಁと資ସの
育成を目す。�
岧２年6؟* 合（思考・表ਠ�岨�
思考をめ、発ਦ力を高めることを目的に、社会

の仕組み、地域の課題、人رの生活をより良いもの
にえるプランをグループで協働作成し、さらに英語
のポスターにして全体の前で発表する。また、社会
問題を取りげて人で英語論文�৺ ���� 語�
作成する。�

２年 6* 合�思考・表ਠ�発表� � � ３年 6* 合�ർ�発表�

岧３年6؟* 合�ർ�岨�
客௴的な文献・論文や資મ等をもとにしながら、

事を批判的・論৶的にኇえ、考えるਃ会とするこ
とを目的とする。３年ৢఐ生徒全৩が �� 講ౠ
からいずれか１つを選උし、担当ઇ৩�全ઇఐ�の
のもと、ർ活動を行う。進ଡ଼につながる分
のテー嵆について人ਯのグループに分かれ、৹査

ଢ଼したものを発表するとともに、ฐとして論文・
レポートૐ�ၻ�を作成する。�
�ٳ ＳＧＨ発ன的事業� � � � � � � �
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「ુ生と৹ਮのグローバルৎ代を目して～アジ
アから世ੀへ～」を崛ンセプトに、ଢ଼ৌ国�
国・�の文化やഄఴ、政、経済などをଢ଼す
る。１、２年生ൌ者��� 名�をৌに、以下の
①から⋐の内容を実施する。�
①授業後の課題ଢ଼ゼ嵇�
②国内ਫ਼�６月��
③海外ਫ਼�１２月��
④ଢ଼者とのୈ৮� �
⋋論文作成�
⋌外国人留学生とୈ論� � � � 高഻国高校との意見交換�
⋍高഻国高校�国�、ప大学ဟര高�
中学校��の生徒と意見交換�

⋎国崛ンクールでの発表� �
⋏81:RPHQ での資生ൡとタイアップしての発表�
⋐ெᇍ国連出ৃ� �
����ＳＧＨ� 7RS�RI�7RSV 崙ン崾リッジ大学௰問ଢ଼ఊ�
世ੀਈഈのଢ଼୭を体ୡさせることでグロ

ーバルリー崨ーへのステップとすることを目的とする。
２、３年生ൌ者��� 名�をৌに、৺２ౝ間
、月�英国崙ン崾リッジ大学を੦点としてڴ～月ڳ�
以下の①から④の内容を実施する。� �
①各自のଢ଼テー嵆にปったർ活動�
②世ੀ各国�イ崖リスஅ峪�の高校生とグローバルリ
ー崨ー講ౠへのਸ�

③ଢ଼見学・講�
④英語論文�৺ ����
語�、英語ポスター作成�
�ష国後�� � � � � � � � 崙ン崾リッジ大学ଢ଼௰問�

����ＳＧＨ� 高グローバル・崝嵆ー・フ崏スタ�
ＳＧＨ校の生徒がૐい「グローバルリー崨ーとは୦

か」について考えるਃ会とする。ഗ・名ଗ大ဟര・
日・高ળ・高ਧのൌ生徒をৌとする。�
月に３ຠ４日の日ஙで、ഗ高校間学ༀをਹ
用し、ਈഈのఐ学技術や੫業経営などの講、
ＳＧＨ校生徒同のୈ論を実施する。� �
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生ಊ・6/ 8PNenࢿ のジェンμー平等ܒ発ࣄ
業とタイΞップしͨ SGH 課題研究θミの運営
SGH 事業のけん引役として、生徒 25 名を募集

し、1 年間、グローバル化で生じた課題の解決策を
考えるゼミを開いている。29 年度は「女性の社会
参画」のテーマで、資生堂・UN Women のジェ
ンダー平等ܒ発事業とタイアップしたプログラムを
作成した。
˗ステップ 1（インプットʴ探求と発表ʴ討論）

ゼミは毎週Ր曜日の授業後 100 分、地歴公民科の
教員 5 名の指導で講義、25 人の生徒の研究発表、
討論をおこない、その他に講演会、国内८検を実施
した。この中で、資生堂のサステナビリティ戦略部
の方と、「資生堂インパクト」に代表される、現在、
企業内で進められているஉ女平等の働き方改革につ
いてのワークショップも開いた。

ゼミでの探求の成果は、10 月、国連大学でおこ
なわれたܒ発事業全国大会で発表した。そこでは本
校生徒へのアンケートに基づき、「உは仕事、女は
家庭」の考えに対し、ほとんどの生徒はそれを否定
しているが、自分の働き方と、配ۮ者に対しての希
望は性別役割分担意識にറられており、ホンネとタ
テマエがဃ離していることを示した。しかし、母親
が働く家庭の生徒は共働きに対して理解があり、性
別役割分担意識が抜けないのは、身近なところに
ロールモデルがないためではないかと考え、உ女平
等の働き方が模ࡧされている企業の実態を知ること
の重要性を指摘した。また、将来は仕事で活躍した
いと考える女子生徒が、உ子生徒の考えを変えてゆ
くことが大切で、そのためのロールプレイングゲー
ムを開発することを提言した。

ৱেൡ嵣81 :RPHQ 峘崠崏嵛崨嵤ಉཟহ
峒崧崌崊崫崿峁峉 6*+ ୖଢ଼崤嵇峘ઈ 
 
� 6*+ 事業のけんਬ૽として、生徒 �� 名を൳ૐ
し、１年間、グローバル化で生峂た課題の解決策を
考えるゼ嵇を৫いている。�� 年২は「性の社会
画」のテー嵆で、資生ൡ・81�:RPHQ のジ崏ン崨ー
等ཟ発事業とタイアップしたプログラムを作成した。�
◆ステップ１（インプットٔർと発表ٔୈ論）� �
� ゼ嵇はౝౌ日の授業後 ��� 分、地ഄ公ড়
ఐのઇ৩５名ので講義、��人の生徒のଢ଼
発表、ୈ論をおこない、その他に講会、国内
ਫ਼を実施した。この中で、資生ൡの崝ステ崲ビリティ
ਅറの方と、「資生ൡイン崹クト」に代表される、
ਠ、੫業内で進められている੬等の働き方
改についての嵗ークショップも৫いた。�
� ゼ嵇でのർの成果は、�� 月、国連大学でおこ
なわれたཟ発事業全国大会で発表した。そこでは
本校生徒へのアン崙ートに੦峏き、「੬は仕事、
はੇ൦」の考えにৌし、峥とんどの生徒はそれを౯
しているが、自分の働き方と、ଦ၉者にৌしてのൌ
は性શ૽સ分担意にၛられており、嵃ンネとタ
テ嵆エがᕇしていることをંした。しかし、ಟが働
くੇ൦の生徒はુ働きにৌして৶解があり、性શ૽
સ分担意が௷けないのは、身なとこ峷にロール
モデルがないためではないかと考え、੬等の働き
方がெดされている੫業の実ଙをੴることの重ਏ
性をతした。また、లਟは仕事で活ඩしたいと考
える生徒が、੬生徒の考えをえて峰くこと

が大જで、そのためのロールプレイングゲームを৫発
することを提した。�

◆ステップ２（海外からのଳ点）�
� 日本人だけではਞ峏かなかった見方をનੳするた
め、国の交校・高഻国高校の生徒に同峂テ
ー嵆で課題解決策を考えてもらい、年ଜに国を௰
問して英語で意見交換をおこなった。国も性の
社会画が進んでいないが、仕事とੇ൦をଠ⎡に
かけたৎ、日本の生徒がੇ൦をとると௦えたの
にৌし、国の生徒は仕事をとるという௦が
く、そのためにశฬ化・化が日本以に進行し
ていることがわかった。ઇの伝ଁに੦峏いた、ઇ育
にৌするのપの資と、のへのལ返し
のਘいਞちがూବにあり、「性の社会画」の
進のためには、社会・文化એからのアプローチが
ਏなことにもਞがついた。�
◆ステップ３（ア崎トプット）�
� ３月にゼ嵇の生徒が講ప૽となり、全校生徒をৼ
ুに嵗ークショップを৫き、日ともに進まない「性
の社会画」の問題を一คに考えた。ここでは৫発
したロールプレイングゲームを実施し、「੬は仕事、
はੇ൦」と「夫എુ働きでੇ事分担」とで、世ఝあ
たりの生ၺ収োはどちらがいか、੬嵂アになり、
ခஊのછき取りを有の仕事、ീりを૮のੇ
事ௌ働に見য়ててしてもらった。わかりやすくて௫
しかったと௬だった。�
� 一連の取組みをৢ峂、生徒は০の੫業で進めら
れている、グローバル化にৌૢした੬等の働き
方改のことをੴり、自らの進ଡ଼ਝ計にৌしても見
方をえることになった。また、੫業ડにとっても、高
校生の意見は社内の働き方改を考えるでの
考になるとされ、൩いに :LQ�:LQ の関係を作ること
ができ、嵉リットが大きいと峂られた。�

˗ステップ 2（海外からの視点）
日本人だけでは気づかなかった見方を確認するた

め、韓国の交流校・高ཅ国際高校の生徒に同じテー
マで課題解決策を考えてもらい、年末に韓国を訪問
して英語で意見交換をおこなった。韓国も女性の社
会参画が進んでいないが、仕事と家庭を天ടにかけ
た時、日本の女子生徒が家庭をとると答えたのに対
し、韓国の女子生徒は仕事をとるという答が多く、
そのために非ࠗ化・少子化が日本以上に進行してい
ることがわかった。ठ教の伝統に基づいた、教育に
対する親の多ֹの投資と、子供の親へのԸ返しの強
い気持ちが背景にあり、「女性の社会参画」の推進
のためには、社会・文化面からのアプローチが必要
なことにも気がついた。
˗ステップ 3（アウトプット）

3 月にゼミの生徒が講師役となり、全校生徒を相
手にワークショップを開き、日韓ともに進まない

「女性の社会参画」の問題を一緒に考えた。ここで
は開発したロールプレイングゲームを実施し、「உ
は仕事、女は家庭」と「夫්共働きで家事分担」と
で、世帯あたりの生֔収入はどちらが多いか、உ女
ペアになり、字の書き取りを有ঈの仕事、ંり紙
を無ঈの家事労働に見立てて試してもらった。わか
りやすくて楽しかったと好評だった。

一連の取組みを通じ、生徒は今の企業で進められ
ている、グローバル化に対応したஉ女平等の働き方
改革のことを知り、自らの進路設計に対しても見方
を変えることになった。また、企業側にとっても、
高校生の意見は社内の働き方改革を考える上での参
考になるとされ、互いに Win - Win の関係を作る
ことができ、メリットが大きいと感じられた。

ৱেൡ嵣81 :RPHQ 峘崠崏嵛崨嵤ಉཟহ
峒崧崌崊崫崿峁峉 6*+ ୖଢ଼崤嵇峘ઈ 
 
� 6*+ 事業のけんਬ૽として、生徒 �� 名を൳ૐ
し、１年間、グローバル化で生峂た課題の解決策を
考えるゼ嵇を৫いている。�� 年২は「性の社会
画」のテー嵆で、資生ൡ・81�:RPHQ のジ崏ン崨ー
等ཟ発事業とタイアップしたプログラムを作成した。�
◆ステップ１（インプットٔർと発表ٔୈ論）� �
� ゼ嵇はౝౌ日の授業後 ��� 分、地ഄ公ড়
ఐのઇ৩５名ので講義、��人の生徒のଢ଼
発表、ୈ論をおこない、その他に講会、国内
ਫ਼を実施した。この中で、資生ൡの崝ステ崲ビリティ
ਅറの方と、「資生ൡイン崹クト」に代表される、
ਠ、੫業内で進められている੬等の働き方
改についての嵗ークショップも৫いた。�
� ゼ嵇でのർの成果は、�� 月、国連大学でおこ
なわれたཟ発事業全国大会で発表した。そこでは
本校生徒へのアン崙ートに੦峏き、「੬は仕事、
はੇ൦」の考えにৌし、峥とんどの生徒はそれを౯
しているが、自分の働き方と、ଦ၉者にৌしてのൌ
は性શ૽સ分担意にၛられており、嵃ンネとタ
テ嵆エがᕇしていることをંした。しかし、ಟが働
くੇ൦の生徒はુ働きにৌして৶解があり、性શ૽
સ分担意が௷けないのは、身なとこ峷にロール
モデルがないためではないかと考え、੬等の働き
方がெดされている੫業の実ଙをੴることの重ਏ
性をతした。また、లਟは仕事で活ඩしたいと考
える生徒が、੬生徒の考えをえて峰くこと

が大જで、そのためのロールプレイングゲームを৫発
することを提した。�

◆ステップ２（海外からのଳ点）�
� 日本人だけではਞ峏かなかった見方をનੳするた
め、国の交校・高഻国高校の生徒に同峂テ
ー嵆で課題解決策を考えてもらい、年ଜに国を௰
問して英語で意見交換をおこなった。国も性の
社会画が進んでいないが、仕事とੇ൦をଠ⎡に
かけたৎ、日本の生徒がੇ൦をとると௦えたの
にৌし、国の生徒は仕事をとるという௦が
く、そのためにశฬ化・化が日本以に進行し
ていることがわかった。ઇの伝ଁに੦峏いた、ઇ育
にৌするのપの資と、のへのལ返し
のਘいਞちがూବにあり、「性の社会画」の
進のためには、社会・文化એからのアプローチが
ਏなことにもਞがついた。�
◆ステップ３（ア崎トプット）�
� ３月にゼ嵇の生徒が講ప૽となり、全校生徒をৼ
ুに嵗ークショップを৫き、日ともに進まない「性
の社会画」の問題を一คに考えた。ここでは৫発
したロールプレイングゲームを実施し、「੬は仕事、
はੇ൦」と「夫എુ働きでੇ事分担」とで、世ఝあ
たりの生ၺ収োはどちらがいか、੬嵂アになり、
ခஊのછき取りを有の仕事、ീりを૮のੇ
事ௌ働に見য়ててしてもらった。わかりやすくて௫
しかったと௬だった。�
� 一連の取組みをৢ峂、生徒は০の੫業で進めら
れている、グローバル化にৌૢした੬等の働き
方改のことをੴり、自らの進ଡ଼ਝ計にৌしても見
方をえることになった。また、੫業ડにとっても、高
校生の意見は社内の働き方改を考えるでの
考になるとされ、൩いに :LQ�:LQ の関係を作ること
ができ、嵉リットが大きいと峂られた。�
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本ۚࡦ༥ެݿと連携しͨ૯߹的な学習
の時間ɹＳＧ૯߹（ߟࢥ・表ݱ）

1 ɽຊۚࡦ༥ެݿͱの࿈ܞ

　　　「૯߹తͳֶशの時間」Ͱのग़ுतۀ

（1）出張授業（年間 3 回）
˗ʻ第 1 回目「ビジネスアイデアの発想」ʼ（6月）

以下を重点としてビジネスアイデアについて学ん
だ。
①高校生としての豊かな発想や着眼点で、世の中の

仕組みの改善、または地域・社会に貢献する事業
内容。

②ニーズ、ސ客（ターゲット）、広告・宣伝などの
具体化。

③経営資源であるヒト、モノ、技術、方法等の工夫。
④収支計画でのビジネスの継続性。
˗ʻ第 2 回目「ビジネスプランの作成の仕方」

～実践編～ʼ（7 月）
第 1 回目の出張授業を踏まえ、プランをより具体

的に練ったものへ改良するためのポイントを学んだ。
日本政策金༥公ݿ担当者の講義の後に前回の出張

授業で出されたビジネスプランの課題を各グループ
の代表がプレゼンテーションし、担当者から具体的
なアドバイスを受け、次のステップであるビジネス
プランシート作成へと繋げた。
˗ ̒ 第 3 回目「ビジネスプランプレゼンテーショ 

 ン」ʼ（10 月）
学年合同発表会を実施し、第 2 回目の出張授
業から、さらに改良したビジネスプランのৄࡉ案

を全グループがプレゼンテーションした。
（2）日本政策金༥公ݿ主催「第 5 回高校生ビジネス
グランプリ」に 8 クラスʷ 8 グループʹ 64 グルー
プがエントリーし、ビジネスプランシーﾄを提出し
た。

（3）日本政策金༥公ݿ主催「第 5 回高校生ビジネス
グランプリ」の各プラン審査結果とフィードバック
で振り返りを実施した。
2 ɽߍͰのऔ

　　ग़ுतۀのࣄલ・ࢦޙࣄಋ

・日本政策金༥公ݿと本校の担当者の連絡、ଧち合
わせを徹底し、出張授業の前後に本校担当者が生
徒の活動を円滑に進められるようにした。

・批判的思考力を用いること、協働して活動するこ
などのスキルを高めるものとした。

・ビジネスプランシートを完成させた後に以下の活
動を行った。

①各グループがそれぞれのプランを英語ポスターに
し、そのポスターを用いて全体発表会を実施した。

②名古屋大学大学院の留学生を各クラスに 4 名ずつ
招き、留学生の出身国と日本が抱える経済問題な
どをグループで意見交換した。

③日本の経済を取り巻くグローバル問題を考え、自
分の意見や考えをまとめた。具体的には、「なͥ
日本は有能な外国人にとって働くにはັ力のない
国なのか」についての英文記事とデータをクリテ
イカルに読み解き、グローバルな人材育成の課題
解決策を生徒各自が英語論文（1000 語）を作成
した。

₃ ɽֶߍ֎Ͱのൃද

　　Ռのීٴͱڞ༗

・校内「ＳＧＨ成果発表会」において代表生徒が全
校生徒へビジネスプランのプレゼンテーションを
行った。

・「あいち　イングリッシュフォーラム」において、
代表生徒がビジネスプランを英語でポスタープレ
ゼンテーションした。

・日本政策金༥公ݿ主催「第 5 回高校生ビジネス　
グランプリ」全国ベスト 100 に選出されたチーム
が東海 3 県Ａ̰̳͆́にて他校の代表グループや
東海財務局等の方にプレゼンテーションした。

・「第一回　京都大学ポスターセッション」におい
て、代表生徒が全国のＳＧＨ、ＳＳＨ校の生徒お
よび京都大学関係者にプレゼンテーションを行っ
た。

মੁসਁಛ峒৴峁峉 
়峔৾ಆ峘ৎ ڼۈ়قઓઅ嵣ਠك 
 
�  মੁসਁಛ峒峘৴؝ڭ
    岣়峔৾ಆ峘ৎ岤峑峘ল౸ 
（１）出張授業（年間３回） 
◆＜第 � 回目「ビジネスアイデアの発想」＞（６月）�
以下を重点としてビジネスアイデアについて学んだ。�

①高校生としての豊かな発想や着眼点で、世の中
の仕組みの改善、または地域・社会に貢献する事
業内容。�
②ニーズ、顧客（ターゲット）、広告・宣伝などの具
体化。�
③経営資源であるヒト、モノ、技術、方法等の工夫。�
④収支計画でのビジネスの継続性。�
◆＜第２回目「ビジネスプランの作成の仕方」�

～実践編～＞（� 月）�
第１回目の出張授業を踏まえ、プランをより具体

的に練ったものへ改良するためのポイントを学んだ。�
日本政策金融公庫担当者の講義の後に前回

の出張授業で出されたビジネスプランの課題を各グ
ループの代表がプレゼンテーションし、担当者から具
体的なアドバイスを受け、次のステップであるビジネス
プランシート作成へと繋げた。�
◆＜第３回目「ビジネスプランプレゼンテーション」＞�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � （�� 月）�
� 学年合同発表会を実施し、第２回目の出張授�
業から、さらに改良したビジネスプランの詳細案を全�
グループがプレゼンテーションした。�
（２）日本政策金融公庫主催「第５回高校生
ビジネスグランプリ」に � クラス×� グループ＝�� グル
ープがエントリーし、ビジネスプランシーﾄを提出した。�
（３）日本政策金融公庫主催「第５回高校生
ビジネスグランプリ」の各プラン審査結果とフィードバッ
クで振り返りを実施した。�
 峑峘ੌૅ؝ڮ
   ল౸峘হ嵣হ 
嵣日本政策金融公庫と本校の担当者の連絡、打
ち合わせを徹底し、出張授業の前後に本校担当
者が生徒の活動を円滑に進められるようにした。�

・批判的思考力を用いること、協働して活動するこ
などのスキルを高めるものとした。�
・ビジネスプランシートを完成させた後に以下の活動
を行った。�
①各グループがそれぞれのプランを英語ポスターにし、
そのポスターを用いて全体発表会を実施した。�
②名古屋大学大学院の留学生を各クラスに４名
ずつ招き、留学生の出身国と日本が抱える経済問
題などをグループで意見交換した。�
③日本の経済を取り巻くグローバル問題を考え、自�
分の意見や考えをまとめた。具体的には、「なぜ日�
本は有能な外国人にとって働くには魅力のない国な�
のか」についての英文記事とデータをクリテイカルに読�
み解き、グローバルな人材育成の課題解決策を生�
徒各自が英語論文（���� 語）を作成した。�
 ਗ峑峘ૅ৾؝گ
   ਛટ峘峒ુથ 
・校内「ＳＧＨ成果発表会」において代表生徒が
全校生徒へビジネスプランのプレゼンテーションを行っ
た。�
・「あいち� イングリッシュフォーラム」において、代表生
徒がビジネスプランを英語でポスタープレゼンテーショ
ンした。�
・日本政策金融公庫主催「第５回高校生ビジネ
ス� グランプリ」全国ベスト１００に選出されたチーム
が東海３県Ａｗａｒｄにて他校の代表グループや
東海財務局等の方にプレゼンテーションした。�
・「第一回� 京都大学ポスターセッション」において、
代表生徒が全国のＳＧＨ、ＳＳＨ校の生徒およ
び京都大学関係者にプレゼンテーションを行った。�

� � � � � � � � � � � � �
校内発表会�

� � � � � � � � � � �
�
�
� � � � � � � � � � � � �

東海３県�
Ａｗａｒｄ�
発表会 
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